
553．78（521．11）

青森県大鰐・碇ケ関温泉について
中村久由＊　前田憲二郎＊＊

Geo丑ogジand　Themal　Water　of　Owani　and　Ikarigaseki

　　　Hotspring　Areas，Aom6ri　Prefecture・、

　　　　　　by
Hisayoshi　Nakamura＆Kenjir6Maeda

　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　Owani　and　Ikarigαseki　hotsprings　are　the　examples　recognized　in　Tertiary　volcanic　areas

along　th“backbone　of　Northeast　Japarし　These　areas　conslst　of　Tertiary　green　tu鉦extruded　by

1量parite　and　two　pyroxene　andesite，and　andesite　ofΩuatemary　volcano‘

　　The　thermal　water　of　Owani　hotsprings　is　characterized　by　Cl’3nd　SO42聯and．that　Qf　Ikariga－

seki玉s　characterized　by　Cr．　Judging　from　the　similariteies　of　geology　and　occurrences　of　hotsprings

in　tllese　are＆s，SO42’玉n　the　thermal　wa亡er　seems　to　be　the　secondary　composition　deriyed　from　the

u鱒ergr・undwateL
　　It　is　not　determinable　whether　hotsprings　in　these　areas　are　related　to　Tertiary　volcanism　or

llot，while　Yun6s＆wa，Yatate　and　Hikage　hotsprings　situated　in　the　south　of　these　areas　and　characマ

terized　by　a　high’content　ofα’and　HCOゴare　regar4ed　as　residual　magmatic　waters　related　to

癒e　ext垣sive　period　of　Tertiary　liparite．・

要　　旨

　大鰐・碇ケ関温泉は1第三紀緑色凝灰岩層を湧出母岩

とし，前者はCl一，SO42一で特徴づけられ，後者はCl一一

で特徴づけられる。大鰐温泉のSO42一は，地下水の成分

とみなされる可能性が強い・SO霜を除くと，大鰐・碇

ケ関温泉は，きわめて類似の化学成分をとる。大鰐・碇

　　　　　　　　　　　　　　　ペゲ関地区に幡第四紀火山が存在するが，青森・秋田県境

に分布する湯の沢・矢立・日景温泉附近には，第三紀火

山岩のみ発達し，温泉水の化学成分は，濃度の高いC1一

およびHCO3一で特徴づけられる。大鰐・碇ケ関温泉

は，第三紀火山あるいは第四紀火山のいずれに関係ある

．か，明らかでないが，湯の沢・・日景・矢立地区の温泉は

第三紀火山活動に関連ある残留熱水性温泉とみなされ
　　　　　　　　　　　　　　　　／る。

　　　　　　　　1．まえがき

　青森県八甲田火山と岩木火山との間に挾まれた黒石盆

地東縁の地帯には，ほ父南北方向に10数ヵ所の温泉が

存在する。夫鰐温泉は弘前市の南東方約12kmり地点

にあり，平川と相対する蔵舘温泉とともに，この黒石温
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泉群のなかでも主要な温泉地の1つである。碇ケ関温泉

は大鰐温泉の南方，さらに7kmの地点に位置し，古く

から療養地として知られている所である。これら大鰐温

泉・碇ケ関温泉を中心として，北側には浅瀬石川沿いに

温湯・板留・沖浦等の温泉があり，碇ケ関温泉の南側に

は，秋田県境に矢立・湯の沢・日景等の温泉・鉱泉があ

る。いまあげたこれらの温泉は，いずれも第三紀緑色凝

灰岩および第三紀火山岩類を湧出母岩とするが，この地

帯は，また那須火山帯と鳥海火山帯との間に挨在する，

いわば準火山地帯に相当する所であり，第四紀火山の存

在も認められる。このように，第四紀火山と第三紀火山

岩とが共存する地域の温泉が，湧出状況，化学成分等に

おいて，おのおのなんらかの特徴を有するものかどうか

といち問題は，温泉を理解するうえにも，・きわめて興味

深い課題の1つである。今回，これらの温泉のなかか

ら，大鰐・碇ケ関温泉と，その南に分布する矢立・湯の

沢・目景等の温泉r鉱泉を選び，地質状況および温泉水

の化学成分のうえから，両地域の温泉の諸性質を検討し

た。本文はその要点を取りまとめたものである。

　本文を述べるに先立ち，調査のため多くの便宜を与え

られた大鰐町役場の関係諸氏匠対して，深甚の謝意を表

する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　＼
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2．地質概説

　大鰐・碇ケ関温泉周辺の構成地質は，第三紀緑色凝灰

　　　　　　　　　　　　　　　　あじやら岩と，これを貫ぬく火山岩類および第四紀の阿閥羅山熔

岩からなる・第1図は，大鰐温泉周辺の地質状況を示し

たものであるが，既存資料2》4）を参考にして，さらに大

鰐・碇ケ関3矢立・湯の沢・日景温泉を含む地域の地質

図を示すと第2図の通りである。

　第三紀緑色凝灰岩層は，上部と下部とに分けられ，こ

のうち下部はおもに凝灰岩・泥岩からなり，外側地域に

分布する。王部は多孔質凝灰岩および凝灰質砂岩を主と

し，向斜状に大鰐一碇ケ関一目景を軸として，ほ黛南北

方向に分布する。これらの地層を貫ぬいて，太鰐温泉北．

’
側 に石英紛岩の岩脈が露出し，また，日景・湯の沢方面

には石英粗面岩が広く分布する。なお，大鰐温泉南側の

大高森を構成する石英複輝石安山岩もまた第三紀火山岩

とみなされる。

　阿閥羅山は大鰐温泉と碇ケ関温泉のほ曾中間に位置す

る第四紀の火山で，現在なお比較的明瞭に火山地形を留

めている。なお，第四紀層としては，平川沿岸に火山灰

がかなり厚く堆積し，砂礫層・火山灰を覆つて鯖石街道

東側に泥流の分布がみられる。

　2．1　木鰐温泉周辺の地質

　前述のように，大鰐・蔵舘温泉周辺の地質は・第三紀

緑色凝灰岩層と，こ塵を貫ぬく石英玲岩の岩脈小高森

の石英複輝石安山岩および阿閥羅山の安山岩質熔岩から

なり，洪積層の砂礫層・火山灰および八幡館の泥流によ

・つて覆われる。平川北側の緑色凝灰岩層は，おもに凝灰

角礫岩層からなり，ほ讐東西の走向を示し，緩く南に傾

斜する。この凝灰角礫岩層は緑色凝灰岩層の下部とみな

され，その延長は，虹貝部落の西側に連なるようである。

大鰐温泉背後に露出する凝灰質砂岩層および虹貝新田に

分布する凝灰岩層は，緑色凝灰岩層の上部とみなざれ，

『
こ のうち，虹貝新田ではNIOQWの走向をもち，東に．

100傾く。露出不良のため，全般的な構造は明らかでな

いが，前記地層の分布，およびその走向，傾斜からみて

向斜状の擁曲構造を呈するようにみえる。なお，大鰐温

泉から小高森に至る道路の切割に，数点変質部分がみら『

れ，白色の堅い珪質凝灰岩が露出する。

　温泉は平川の河床から湧出し3），ボーリソグの深度は

60m程度にすぎないが，基盤は凝灰質砂岩からなり，
r
温
泉 はこの基盤を覆う神積層の砂礫のなかに貯留されて，

いるようである。基盤内の裂罐の方向は，直接確認でき

ないが，後で述べる水温の分布，成分含量の分布からみ

で，相生橋から青柳橋を通る方向に卓越しているように

。思われる。

　2．2　碇ケ関温泉周辺の地質

1碇ケ関温泉周辺の地質は，おもに緑色凝灰岩層からな

り，湧出地域は上部の凝灰岩層によつて構成される。温

泉は平川河床に露出する凝灰岩層の小裂罐から湧出す

る0

　2．3　湯の沢・日景温泉周辺の地質

　湯の沢・旧景・矢内沢・矢立温泉はおのおの相近接し

て位置するが，いずれも緑色凝灰岩層を湧出母岩とす

る。湯の沢温泉は，なり屋と秋元館の2ヵ所に分れる

が，この附近はいずれもかなり著Lく変質作用を受け，

この上流には，銅・錯・亜錯鉱床がある。湯の沢・目景

温泉はボーリングによるものであるが，このうち，湯の

沢温泉のなり屋源泉は，多量の硫化水素，炭酸ガスを含

み，間欠的に温泉が湧出する。

　この地域には甚吉森の石英粗面岩が広く分布し，かつ，

広く変質作用を受けている点などで，前記の大鰐・碇ケ’，

関温泉地域とはかなり状況が異なる。また後でも述べる

ように，温泉水の化学成分もきわめて特徴的であり，第

三紀緑色凝灰岩を湧出母岩とする温泉であつても，大

鰐・碇ケ関温泉と，この湯の沢・目景・矢立・矢内沢の

温泉・鉱泉とは成因的に異なつた機構で隼成されたこと

を暗示している。

3。温泉の化学成分

　この地域の温泉の化学的性質については，すでに北海

道大学理学部化学教室で行なつた，青森県示諸温泉の一

斉調査の報來5》6）に発表されており，とくに大鰐・蔵舘温

泉の泉質分布・湯の沢温泉の間欠泉については，項を別

に設けて詳細に報告されている。筆者らも，大鰐・蔵舘

温泉の28源泉，碇ケ関温泉の5源泉，および湯の沢・日

景・矢立の各源泉の試料を採取し，その主成分の分析を

行なつたが，次に，・各温泉の化学的性質を検討してみる

ことにする。なお，分析結果は一括しゼ第1表に示し

た。

　3．1大鰐・藏舘温泉　．

　大鰐・蔵舘温泉は，平川を挾んで相対し，源泉は平川

に沿う低地から湧出する。源泉は大鰐で60数ヵ所，麟

舘で10数ヵ所あり，沖積層から自然湧出するものと，

ボーリング（最深約60m）によるものとがある。

　3．1．1　水温の分布

　温泉の存在状態を知る手掛りとして，まず湧水温の分

布を示すと第3図の通りである5この図をみると，700C

以上Q高温帯は，大鰐温泉中心部から平川を通り，蔵舘

温泉の不三やホテルに至るほ黛北東方向に連なる。調査

時における水温の最高は，不二やホテルの800Cである

が，前記報告書をみると，大鰐温泉の数地点に80。C以

65一（325）
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第1表温泉化学成分

No．

1
2
3
4
7
9
11

15

23

26

35

37

42

46

47

53

55

57

59

60

61

63

65’

66

67

71

72

74

75

揚　所

若　松　湯
大鰐ホテル

一一二三館

湯　魂　碑

横山　博
羽　黒　湯

佐藤勝作1
大黒吉太郎

佐藤宿舎
．二川原清吉

山　吹　湯

二川原竪造

梅　香　湯
加　賀　助

中島三郎
五十嵐与士郎

延　命　館

青　柳　湯

寿　美　麗

秋元松太郎

西尾』鮪一

片山寿男
秋本旅館
仙　遊　館

温泉会館
菊地理方
松　　 園

不　二　や
・前田武彦
，碇ゲ関上揚

　〃　大湯
〃三笠旅館

〃柴田〃

〃桜田源泉

矢立鉱泉
湯の沢なり屋

　　〃

〃秋元館
日景温泉

Temp
（QC）

P耳ICl－ls・42一

55

48

67

73

79

68

708
76

68

70i
64・

66

64

65

＞72

55

76

76

59

67

61

66

57

72

，80

72

68

57

58

61

63

51

31

40

43

46

46

HCOジCO32一．Na＋

7．01319　562．1　175．4

6．9　872　364．2　169．6

7．1，1317　523．8　　133．0

6。91454　588．4　　155．6

7．11351　595．9　　148．8

’
7
．
3i1099　543．2　128．1
　　1
7・711035540・5［128ユ

7．5i1031・548．9　128．1

8．21187　637．O 114．7

6．9’1258　627．9　　164．7

8．01379　576．1　　152．5

7．31290　532．5　　152．5

7．O・1411　596．7　164．7

6．81177　584．3　155．5

7．41304　630．0　167．3

8．0…1017592．6146．4

6．91000　598．3　　142．7

8．2　992　594．6　　122．0

7・OPOO552・2ユ40・3

7．31936　550．7　121．4
8。・t893・539．・・22．・

7．4！819527．51106．8

6．9　744　466．3　134．2

7．2　843　528．4　134．2

7。0　652　389．3　124．4

7．0　　819　518．9　　125．1

8．0　836　524．3－122．0

7．3　822　523．8　　115。9

7．1　812　530．8　　117．1

7．2　688　　54．7　　58．0

7。0　631　　54．7　－54．3，

7．6　703　　59．3　　56．1

7．4　699　 55．1’　56．1

7．2，565　　51．0　　57．3

6．69138　　51．01612

6．0　　　　 549

6．37949　141．11030

6．15077　　70．0　　575

46・265う01379』4780

臼15．0

12．0

818．2

536．6

821．4

659．3

745．9

812．0

749。0

868．6

638、9

631．0

494．1

508．3

585．6

560．て）

557．0

335．2

371．4

2407

2977

K＋
Ca2＋IM＄2＋ CO2 H，slHBO2

　　　　139．9　241．31　8．7　　3．3　tr．

35．4　162．4　　6．8　　9．O　tr．

36．7　253．2　10．3　　4．O　tr．

　　260．218．37．7tL

　　255．q8。33．3・tr。

　　232．2ド5．73．3tr．
　　　　　　220．gl5．93．3tL
34．1　225．9’　5．2　　4．O　tr．

33。4　250．2　　7．6　　1　　tr．

　　248．3　　7．6　　4♂2　tr．

40．5　253．11　7．91’0　　－tr．

36．0232．47．Ob』亀3．3tr．

36．7・254．2　　7．0　　5．5　tr．

　　242・3；7・06・6tr・

　　253．7　　7．1　　5．3　tr．

27．7　228．4・　7．4　’O　　　tr．

　　224．6　　G．8　　8．3　tr。

31．5　221．4　　6．3　　　　　tr．

　　206．0　　5．2　　4．8　tr．

　　209．3　　6．1　　3．3　tr．

　　204・613190tL
　　l93．1　　5．5　 3．7　tr．

24．4　169，4　　5．0　’8よ4　tr．

27．7　197．1　 5．5　 4．6　tr．

　　149．4　 5．2　11．O　tr．

　　190．7’　5。2　 5．3　tr．

29．6　194．6　　4．4　　0　　　tr．

36，7193．65．54．4tL
32．8194．1，5。94』4tr．
　　　83．41・O．43．70．0

14．8

14．1

259、2

394．9

31．6

20．7

30．4

27，9

25．5

32．8

32．8

35．2

23．9

20．7

23．1

24．3

24．3

23．1

82．4　　0．4　 4．0　0．0　13。4

89．4　 0．4　 1．8　0．0

84．9　　0．4　 2．6 0．0　17．7

　　　　　　　1』
76。0 0・93．1iO，0
76．010。9198…0．O
　　 　　　l
　　　　　　　 174留81

744．1、300．4　　30．6106．9
　　i　　　I483．4159．9　1132．661．7
752．72、8．5　168．。5。．。

　　　　　　　し

　　　　（単位　mg／」）

Br一

2．85

3．32

2．92

2，93

2。05

1．75

1．55

1．62

19．84

10．09

13ユ0、

1一

0．05

0．08

0．08

0．05

・＜0．05

0．05

0．05

0．07

O．96

0．7

0．87
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上（最高830C）．の源泉が知られており，今回の水温測定

結果と比較すると，大鰐地区では全般的に水温が低下し

でいるようにみえる0

　3．1．2水温とCr，SO42一，HCO3一含量との相関

　大鰐・蔵舘温泉の特徴は，C1一およびSO42一含量が

比較的高いことである。いまこれらの成分と水温との相

関図を作つてみると，第4～6図のようになる。この関

係をみると，おのおのとく匠明瞭な相関が認められな

い。むしろ，各成分がその含量に関係なく50～800Cの

温度範囲のなかにあるようにみえる。

　3．1．3，各成分相互の関係

　各成分相互の関係を検討するため，まずCl一一SO42一

およびCl一一HCOfの相関図を示すと，第7，8図の通

りである。このうち，Cl一一SO42『の相関図をみると，

2，3の低温の温泉を除いてSO42一含量はCl一含量に関

係なく，ほとんど500～600mg／lの範囲内にある。こ

　　　　　o‘一

第8図　Cl一一Na＋相関図

　　鰐
⑭碇ケ関

！500吻／”

の関係は，SO42一一HCO3一の場合でも同様であつて，

HcO3『・とは無関係にSO42『含量は500～6001血glJの範

囲内にあることを知る5一方，Cl一一HCO、一の相関図を

みると，比較的明瞭な相関関係が認められる。いXかえ

1ると，・SO42一は，C1一，HCO3一と直接の関係をもたない

が，Cl一とHCO3一とは正の’相関関係にあることを知

るo

　次にCrとNa＋，SO42一とCα2＋の関係を，第9，10

図に示すびこの図から明らかなように，これらの成分は

相互に密接な相関関係をもつことがわかる。

　これらの関係から，大鰐・蔵舘温泉は2つの水系の組

合せからなることが推定される。すなわち，1つはCa2＋

およびSO42一で特徴づけられる水系と，他はNa＋と

Cl一一HCO3一で特徴づけ’られる水系である。

　3．1．4　成分含量の分布

　各成分含量の分布をみると，大鰐温泉の中心部から西

・弊1
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寄りに，各成分の最高含量をもつ地点があるが，これら

は必ずしも一致しない。しかし各成分含量の分布は，大

体温度分布の方向と平行する傾向がある。これは各成分

の比率をとつてみた場合も同様である。例えばCl『／SO42一

については，大鰐南西部一中央部一蔵舘温泉の方向に移

るほど，その比率ば2．4から、1．5へと漸減し，またCl－1

HCO3一の場合は，9、0から6．8と減少する・これらの

状態から推定すると各成分はほ璽温度分布の方向に沿い

大鰐温泉中央部附近を中心にして，地下から供給された

と考えられる。しかしSO♪とC1一，HCO3一との間に直

接の相関関係が認められないことから考えると，SO款

は，Ca2÷，SO42一を主成分とする地下水から導かれたと

思われる可能性がない訳でもない。とくに次に述べる碇『

ケ関温泉が，Cl』，HCO3一のうえで，大鰐温泉と比較的

類似した性質を示すにもか』わらず，SO42一含量がきわ，

めて少ない点ふらみて，この可能性を強く裏づけるもの

である。

　3．2　碇ケ関温泉

　第1表に示したように，碇ケ関温泉は，Cl一および

Na＋で特徴づけら弗とくにSO42一含量は，大鰐の場

合に較べきわめて少ない。HCO3一も大鰐に較べて1／2～

1ノ、程度であるが，Cl『含量の割合からみると，Cl一と

’HCO3一に関する限り，大体大鰐の成分的特徴と一致す

るQ

　3．3・湯の沢・日景・矢立温泉

　青森・秋田県境に位置するこれらの温泉・鉱泉は，第1

表に示したよ’うに，比較的温度が低く，C1一およびHCO3『

の高含量で特徴づけられる。また硫化水素も著量であ

る。前記の大鰐・碇ケ関温泉と，これらの温泉・鉱泉と

の間さは1この化学成分のうえで，かなりはつきりした

相違を認めることができるo

4．大鰐・碇ケ関温泉と湯の沢・矢立・

　　　　・日景温泉との比較

　大鰐・碇ケ関温泉と，湯の沢・矢立・目景温泉とはい

ずれも第三紀緑色凝灰岩を湧出母岩として存在する。し

かし両地域における構成地質，および温泉水の化学成分

を比較してみると次のような相違がある。

　まず，大鰐・碇ケ関地区であるが，この地域には比較

的新期の火山岩が多い。すわなち，．この地帯に広く分布

する石英粗面岩に加ネて，大高森を構成する石英複輝石

安山岩は，緑色凝灰岩の上部層を貫ぬくドーム状の岩脈

であり，阿閥羅山の安山岩質熔岩は，第四紀の火山活動

によるものである。；のように，大鰐・碇ケ関地域は，

同じ緑色凝灰岩層の地帯であつても，比較的新しい火山

活動が旺盛な地域に相当する。

　これに対して，後者の湯の沢・矢立・日景地区では，’

石英粗面岩の分布が広く，おそらくこの火山活動に関連

あると思われる変質帯に伴なつて温泉が湧出する。

　一方，温泉の化学成分をみると，前者の地域では，比

較的高温であり，Cl『を除いて（大鰐温泉のSO42一を地

下水から導かれたと考えた場合）HCO3『の含量が比較的

少ない。これに対して後者の温泉群は，低温にもか玉わ

らず，Cl一，HCO3一ともに著しく高い値をとり，成分的

に濃集した感を与える。

　これらのことから推定すると，大鰐・碇ケ関地区の温

泉は，より新しい火山活動に関連あるかどうか，現在直

接断定でき塗いが，少なくとも，後者の湯の沢・矢立・

日景温泉は，第三紀の火山活動に関連ある，いわぽ残留

熱水性温泉ないし鉱泉に相当するものと考えられる。

　参考までに，両地域における温泉水のCl｝／Br一の相

関図を第11図に示したが，その比率は0・21程度で堵較

的低い値を示している。この比率は，わが国の新期火山

地帯温泉のそれに近い値ぞあり，しかも両地域ともおの

おのほとんどその値が一致することからみて，少なくと

も温泉水のCI『は火成源のものであり，・油田戯水等の
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